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【緒言】 

有機薄膜太陽電池（OPV）の高効率化に向けた材料開発が盛んに行われている。近年では、 

長波長領域に吸収を持つ n型非フラーレン系材料と、相補的な吸収を持つ p 型半導体ポリマ 

ーとの組み合わせで 15%を超える高い変換効率が得られている 1,2)。 

我々は以前、チアゾロチアゾールおよびベンゾビスチアゾールを有する半導体ポリマーを 

合成し、主鎖の高い共平面性と高い溶解性を兼ね備えたポリマーが高効率化には重要である 

ことを報告した 3)。そこで、本研究ではベンゾビスチアゾールに可溶性基導入が容易なチオ 

フェンを縮環することで、平面性と溶解性を両立しうる骨格としてチエノベンゾビスチアゾ 

ール（TBTz）を設計・合成した（Figure 1）。さらに、ベンゾジチオフェンを共重合ユニット 

とする TBTz系ポリマーを合成し、その物性および非フラーレン系材料を用いた OPV素子の 

特性について評価した。 

【結果と考察】 
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PTBTz1 は PNBTz1 と同程度の分子量

を持ちながら、顕著に高い溶解性を示

すことが分かった。また、UV-vis 吸収

スペクトルでは、PNBTz1 と同様に 0-0

吸収帯の強度が 0-1 吸収帯よりも強

く、主鎖の共平面性が高いことが示唆

された（Figure 2a）。PTBTz1 と非フラ

ーレン材料である Y6 を用いた素子を

作製し特性を評価したところ、14.9%

と PNBTz1 素子の 13.7%より高い変換

効率を示した（Figure 2b）。講演では、

OPV特性と物性、構造との相関関係に

ついても議論する。 

（a）           （b） 

Figure 2.（a）UV-vis absorption spectra in the thin 
film.（b）J-V curves of the OPV devices based on 
PNBTz1 and PTBTz1. 

Figure 1. Chemical structure of PNBTz1 and PTBTz1. 

第82回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2021 ハイブリッド開催（名城大学 天白キャンパス ＆ オンライン）)12p-N322-6 

© 2021年 応用物理学会 11-179 12.5


